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はる！新緑の棚田で田植えツアー 

9:30 参加者が続々と到着。 

   受付をすませて、オリエンテーションが、始まりました。 

   歓迎の挨拶のあと、自己紹介。全員秋田市など県内からの参加です。 

   地元企業の社会貢献での参加者も 6 名。 

      子供たちも入れての家族連れから、50 代～60 代のご夫婦まで、多彩な顔ぶれです。 

      初めての田植えを楽しみにしている参加者も。 

 

10:00「棚田オーナー募集ツアー」の主旨説明、1 日の流れ、注意事項を聞いて、いよいよ 

   マイクロバスで横倉に向けて出発。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10:20 横倉に到着。 

    田んぼを貸してくださる市川博之さん 

       のお宅の前には、きれいな沢が流れてい 

       ます。  

    子どもたちは、早速手を入れて大喜び。 

    目の前には新緑に彩られた横倉の棚田 

       が広がり、すばらしい眺めです。 

10:30 オーナー田の前で市川さんを始め、指 

    導してくださる方々を紹介。 

体験指導者の一人田代さんは、あらかじめ耕運機でならした田んぼに、型をおして稲を植

える場所の印をつけて行きます。 



苗を渡され、みんなで一列に並んで、待ちに待った田植えの始まりです。 

 

  「ほーら、苗、いくわよー。」       子どもたちは、泥んこになって大奮闘！ 

 

1 時間後、田んぼには小さな苗が並びました。元気で育ってね。 

そろそろイワナも焼けたようです。 

何が出てくるかな。お昼が楽しみです。 

雨がぽつぽつおちてきました。田んぼでの昼食は、無理ですね。残念。 

 

 



 

 

田植えが終わると、市川さんのお家の神棚に御神酒と苗を添えて、家の当主がお参りをす

る儀式があります。稲が順調に育って、豊作になるよう祈願するのです。今日は、参加者

の中で年長の人が代表で一緒にお参りしました。 

 

雨が降ってきたので、市川さんのお家で昼食をとることになりました。 

天井が高く、広い座敷がいくつもあります。旧家の佇まいです。 

 

種々様々な山菜料理など、すべて地元の食材を使ったものです。横倉の養殖場のイワナは、

豪華な塩焼に。そして、あきたこまちのおいしいおにぎりなどなど。 

メニューは、下記を参照してください。 

  

◆おにぎり（ゆかりと梅、のりと昆布）、たけのこ汁（たけのこ、ミズ、豚肉など）、イワ

ナ塩焼き、煮卵、鶏の唐揚げ、ぜんまいの煮付け、ワラビのおひたし、クレソン・ミツバ・

セリのおひたし、キウリ・ニンジンの漬け物、ウルイ・ミズの漬け物、デザート（コーヒ

ーゼリー）、麦茶 



昼食後、市川博之さんに横倉の昔のお話を

うかがいました。 

この雪深い地、棚田を開墾するのは、どん

なにか大変だったでしょう。 

先陣の知恵のつまったこの

棚田、そして横倉の景観を、

何とか残したいものです。 

みなさん、市川さんの人柄

に感銘。 

 

                      市川博之さん  

 

13:30 雨の中を横倉から水無にかけて、散策に行きます。 

    ワサビとクレソンの栽培を手がける市川サツさんの案内で、ワサビハウスの見学と 

    クレソンつみを体験しました。 

    ワサビもクレソンも耕作をやめた水田跡を利用したものです。どちらもきれいな水 

       を好むので、水のきれいな横倉は栽培に適しています。 

    太く立派に育ったワサビ。お土産に購入しました。摘んだクレソンもお土産に。 

 

                     市川サツさん  

養殖場の管理をしている漁協の近藤

正昭さんの説明で、イワナの養殖

場・サケの孵化場を見学しました。 

川魚は臭みがあるものですが、ここ

のイワナは、えさに工夫があるから

臭みがなく、おさしみにしてもおい

しいです。昼食のイワナの塩焼きの

おいしかったこと。3 月末には、孵

化したサケ・マスの稚魚を、がろう

の滝の所で放流します。 



本降りの雨の中、水無沼まで歩く予定でしたが、

とうとうマイクロバスで行くことに。 

水無沼は、新緑のもやの中にかすんで見えまし

た。雨の中もまた風情のある何ともいえない幻

想的な景色です。 

かつて、ここにも集落があって、人々の暮らし

があり、最後にはおばあさんが一人で住んでい

たなんて、今では考えられない静けさです。 

 

 

15:30 横倉をあとにぶなっこ教室へ。 

 

14:00 皆で感想を述べて、解散。           お土産のミズ 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  田植えのあとで 


